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Abstract: Since March 21th 2014, the sightseeing boat business has officially started using Hamanako SA as a 

starting site. This study describes the features of the utilization of sightseeing boats obtained by a questionnaire. 

It was conducted as parts of the study by which problems and measures for supporting the sightseeing boat 

business were analyzed. As a result, it was indicated that for Hamanako sightseeing boat business continuity, it is 

important to promote publicity of its natural beauty and entertainment value by various media. 

 

 

１． はじめに 

浜名湖舟運プロジェクトの一環として，東名高速道路浜

名湖SAを起点とした遊覧船事業(以降，「浜名湖遊覧」とい

う)が，平成25年度に実施された社会実験 1)を経て，平成26

年3月21日(金)より本格的にスタートした．(Table 1及び，

Figure 1参照)．本稿は，これを受け，遊覧船の事業継続に向

けた課題と対応方策を検討する一環として実施した遊覧船

利用者並びに非利用者等へのアンケート調査により明らか

となった遊覧船利用の特徴について報告するものである． 

 

 

 

２． 浜名湖遊覧の利用実績 

Table 2 は，本格スタートした 3 月 21 日(金)から 9 月 15

日(月)までの運行状況と利用実績を示している．遊覧船利用

者数は既に 6千人を超えている．また，これを運航日数(一

部運休を含む)で割った日平均でみると 118 人と昨年の社会

実験時 2)に比べても同程度かそれを上回る利用者数となっ

ている．なお，遊覧船の運休日数は，一部運休を含めると

18日間である．この中では，3月，4月が強風と雨天により

運航日の半分が全日又は一部運休であった．  

 

３．アンケート調査の概要 

アンケート調査の概要は，Table 3に示すとおりである．

この中では，遊覧船利用を増進させるためのヒントを得る

ことを念頭に，遊覧船利用者に加え，休日の SA 利用者(遊

覧船非利用者)や平日のSA利用者も対象としている． 

 

 

 

４．調査結果の概要 

４－１ 浜名湖遊覧によるリフレッシュ効果 

高速道路のSA・PAは，移動による疲労(感)の解消・軽減

を図ることを目的とする施設である．Figure 2によれば，遊

覧船利用者のほぼ全員が「リフレッシュすることができた」

と回答しており，船からみる景色の素晴らしさや爽やかさ

が高速道路利用者のリフレッシュの増進に寄与していると

いえる． 

さらに，遊覧船利用者の 43%は，「是非再利用したいと」

回答しており，「機会があれば再利用したい」を合わせると，

90%が再利用の意向を示している． 

 

 

４－２ 浜名湖遊覧の認知状況と潜在需要 

Figure 3は，遊覧船利用者が「浜名湖遊覧について知って

いたかどうか」を尋ねた結果である．これによれば，遊覧

船利用者の71%は，「知らない」と回答しており，遊覧船利

用者の多くは，浜名湖SAに立寄ってはじめて浜名湖遊覧の
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Table 1. Overview of Hamanako sightseeing boat 

の 

浜名湖SA 

Figure 1. Boot's course 

Table 2. Actual usage and service status of Hamanako sightseeing boat 

※延べ利用者数／(全日運航日数+一部運休日数) 

リフレッシュ感 

再利用の意向 

是非再利用したい(43％) 機会があれば再利用したい(47％) 

 どちらとも言えない，無回答 

リフレッシュすることができた(97％) 

リフレッシュにならなかった(1％) 

Figure 2. Effect of Hamanako sightseeing boat, and intention of re-use 
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存在を知り利用しているのが実態である．しかしながら，

遊覧船利用者の10%(「知っている」と回答した人の42%)※

は，浜名湖遊覧をSAの立寄りの目的としており，今後認知

度が高まれば，浜名湖遊覧をあらかじめ旅行計画に組み込

むなど安定した需要が見込まれる． 

※浜名湖SAの立寄り目的は複数回答である． 

 

 

Figure 4は，遊覧しなかったSA利用者に対する浜名湖遊

覧の認知状況である．これによれば，遊覧船利用者と同様

に 76%が浜名湖遊覧のことを「知らなかった」と回答して

いる．一方で，その 4割(非利用者の 29%)は，「浜名湖遊覧

を知っていれば遊覧した」と回答している．このことは，

もし浜名湖遊覧を事前に知っていれば旅行計画の中に取り

込める余地があったことを示唆している．また，「知ってい

ても利用しない」あるいは「浜名湖遊覧を知っていた(遊覧

していない)」と回答したうち，52%(全体の 35%)は「時間

があれば遊覧したい」と回答している．このことから，浜

名湖遊覧に対する潜在需要は相当に高いものと推察される．

ちなみに，遊覧船非利用者のうち観光目的は79%であるが，

遊覧船利用者と比べて，年齢や同伴者等の属性に有意な違

いはみられず，遊覧船利用者が異なる層というわけではな

い． 

 

 

 

４－３ 平日における浜名湖遊覧の利用意向 

Table 4 は，平日の浜名湖 SA 利用者に対する浜名湖遊覧

の利用意向である．本アンケートによれば，観光目的は全

体の 73%であるが，このうちの 58%は利用したいと回答し

ており，休日(Figure 4)と比べても高い利用意向にあること

がうかがえる．これは，平日観光は，休日観光と比べて行

程に比較的余裕があるためと推察される．また，ビジネス・

その他目的の SA 利用者の利用意向が高いことも特筆され

る．なお，その際の支払意志額は1,000円以上が72%であり，

遊覧時間は30分以上が49%であった． 

 

 

 

※（ ）は全合計に対する割合． 

  ［ ］は各目的に対する割合． 

 

５．まとめ 

浜名湖遊覧はリフレッシュ効果も高く，利用者がリピー

ターとなって利用増進に寄与することが期待される．一方，

遊覧船利用者と非利用者(観光目的)をみると，属性等に大き

な違いはみられず，多くは旅行行程(計画を含む)における時

間的余裕に大きく依存しているようである．つまり，浜名

湖遊覧の事業継続性は，今後周知率は向上すると思われる

が，その素晴らしさを各種媒体を通じて周知できているか

が重要なポイントといえよう． 

本稿は，実施した 3 種類のアンケート調査結果を中心に

その一部を紹介しているにすぎないが，事業継続に向けた

課題が明らかになってきた．今後は，アンケート調査のさ

らなる分析とともに，インバウンドや国内ツアーなどへの

はたらきかけなどを踏まえながら，浜名湖遊覧の事業継続

のための検討を行っていきたい． 
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Figure 4. Cognitive situation and use intention, condition of the 

sightseeing boat about holiday SA users (nonusers) 

無回答(5％) 

Table 3. Overview of the questionnaire survey 

Table 4. Purpose use intention of Hamanako sightseeing boat 

(weekdays SA users) 

（認知状況） 

（利用の条件） 

知っていた(22%) 知らなかった(76％) 

利用する(29％) 利用しない(46％) 

その他 

(19％) 
料金が安ければ 

(28％) 

時間に余裕があれば(52％) 

（遊覧船の利用意向） 

無回答(2％) 

無回答(3％) 

利用してない(22％) 

知っている(24％) 知らない(71％) 

Figure 3. Cognitive status of the sightseeing boat users 
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